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室蘭工大・苫小牧高専合同セミナーのご案内 
演題Ⅰ：苫小牧市における交通と都市計画について 
講師：苫小牧工業高等専門学校 環境都市工学科 教授  下タ村 光弘 氏 
概  要： 
平成 21年に実施されたパーソントリップ調査の概要とその集計速報を紹介し，交通と都
市計画に関してお話させていただきます．あわせて，平成 20年より 検討を行ってきた
「地域公共交通活性化」の議論も踏まえ，今後の都市交通を考えてみたいと思います． 
演題Ⅱ：北海道における社会資本整備と運用について 
講師：室蘭工業大学 くらし環境系・社会基盤系学科 教授 田村 亨 氏 
概  要： 
政権が交代し、投資の「選択と集中」が強く叫ばれる中、我々が押さえておくべき点は，
「どこに投資の重点化をするべきか」，「真に交通が戦略的に必要とされる部分はどこ
か」であろう． 
この講演では，この 20年間の世界と日本の主な変化を基に，独，仏，日の行政計画と近
年の施策，制度改革について述べる．この背景を基に，公共事業の事業主体、地域主権
についてさらに北海道の発展戦略がどうあるべきかなど、工学的見地から話しをする． 
 
日 時：3 月 8日（火），16:30 ～ 18:20(合同セミナー：無料) 
会 場：苫小牧市内(苫小牧プリンスホテル 苫小牧市双葉町３丁目２－８ Tel.0144-32-9222） 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター，苫小牧工業高等専門学校                 
後 援：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会，中小企業家同友会 苫小牧支部， 
苫小牧信用金庫，苫小牧商工会議所，苫小牧市 
情報交換会：18:30 ～ 20:00(ご出席の方：3,000 円) 
申し込みは準備の都合上，2 月 28日(月)までに中小企業家同友会事務局までお願いします． 
(Fax.0144-36-9666 Tel.0144-36-9080 e-mail: tomakomai@hokkaido.doyu.jp) 
 
 
室蘭工大・苫小牧高専合同セミナー(3/8(火))申込書 
 
貴社名                  
 
お名前 お役職 合同セミナー 情報交換会 
  出席・欠席 出席・欠席 
  出席・欠席 出席・欠席 
 平成２２年度 第４回 ＣＲＤセミナーのご案内 
日時：3月 11日(金) 10時 30 分～12時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
主催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
参加費および定員：無料，30 名 
総合テーマ：アラミド繊維製 (AFRP) 板を用いた河川橋脚の水中耐震補強工法の開発 
河川内に建設されている鉄筋コンクリート (RC) 橋脚（以
下，河川橋脚）の耐震補強を行う場合には，橋脚周りを仮締
切して，橋脚基部を乾燥した状態にしなければならない．そ
のため，陸上に建設されている橋脚に比べて膨大な費用を要
することより，補強工事が十分に進捗していないのが現状で
ある．これまで，本研究グループでは，河川橋脚の経済的か
つ効果的な耐震補強工法の開発を目的に，水中硬化型接着樹
脂を用いた AFRP板の水中接着補強工法を提案し，その実用化
に向けた検討を行ってきた．今年度は，提案工法の補強効果
や汎用性向上を目的に，AFRP 板の表面処理や板幅が RC 部材
の曲げ補強効果に及ぼす影響について検討を行った．本セミ
ナーでは，その検討結果について報告する． 
テーマⅠ：水中接着補強工法の曲げ補強効果に及ぼす AFRP 板表面処理の影響 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設(株) 技術開発センター 主席研究員) 
提案の水中接着補強工法の補強効果の改善を目的に，表面
処理を施した AFRP 板を用いて水中接着曲げ補強した RC 梁の
静載荷実験を実施した．表面処理としては，AFRP ロッドの付
着性能向上等の実績がある砂付き処理を採用した．実験の結
果，1) 砂付き処理を施した AFRP 板を用いて RC 梁の水中接
着曲げ補強することにより，RC 梁の曲げ耐力向上効果を改善
可能である，2) AFRP 補強材の剥離は砂付き処理の有無や施
工条件によらずピーリング作用により発生する，ことなどが
明らかになった． 
テーマⅡ：水中接着補強工法の曲げ補強効果に及ぼす AFRP 板幅の影響 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
本工法の汎用性向上を目的に，AFRP 板の断面積一定の下，AFRP 板幅および厚さを変化させて曲げ補
強した RC梁の静載荷実験を行った．なお，テーマ I の検討結果に基づき，AFRP 板には砂付き処理を施
した．その結果，AFRP 板幅によらず AFRP 板とコンクリートとの付着は計算終局変位近傍まで十分に確
保されており，提案工法により水中接着曲げ補強した RC 梁の曲げ耐荷性状は上縁コンクリート圧壊時
までほぼ同様である．ただし，全面剥離に至る変位は AFRP 板幅の小さい場合が大きい，ことなどが明
らかになった． 
従来工法における仮締切り工事の状況 
静載荷実験の状況 
